
Ⅰ　は　じ　め　に

　近年，日本において若い女性と男性の価値観の変化が社会問題となっている。特に恋愛観，
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Abstract

We carried out a survey of attitudes toward love and marriage targeting men and women, and peo-
ple of various generations. 
Three factors were extracted from the analysis of the results, namely “love dependence”, “conser-

vative love perception” and “practical marriage perception”.
The following results emerged from a comparison of data from men and women as well as data 

from each generation.
(1) In comparison to male university students who have a strong tendency to look for love which 
does not assume marriage will follow, female university students tend to have a perception of 
love with a view to marriage. 

(2) Women tend to be conservative in love where men have a perception of love that is positive 
and progressive. 

(3) Women are looking for economic strength in a man; as they get older, they tend to place more 
emphasis on this as a condition for marriage. 

(4) Because women in the latter half of their twenties approach the “ideal age for marriage” they 
have a stronger desire to get married. 

(5) Women have a logical and calculating approach to marriage, whereas men have an instinctive 
and genuine perception of love.
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結婚観に関する変化は著しく，内閣府の調査１）によると，２０，３０歳代の未婚男女の８６％が結婚

を望む一方，６４％は交際相手がいないと回答しており，その中には「交際経験なし」と回答し

た人が２６％含まれていた。また，出版社の調査２）によれば，２５～３９歳の男性の７７％は恋人がい

ないと回答している。結婚に関しては，８４％は結婚願望を持っており，９４％の男性が，結婚後

も妻に働いて欲しいと回答している。さらに，民放が男女１，０００人を対象に行った調査結果３）

では，「恋愛をするのが面倒」と回答した人が男性４３％，女性４７％にも上った。

　このように，若者の意識が変化した背景には，長引く不況と社会情勢，教育体制，家族関係

等の影響が考えられる。それら要因が若者に対して，人間関係によるストレスの増加，向上心・

モチベーションの低下をもたらし，自分への自信を失わせた結果，恋愛観・結婚観を変化させ

たのではないだろうか。

　著者等は前回の研究（三木，植木，２０１０）において，女子高校生と女子大学生を対象に結婚・

恋愛に関する意識調査およびジェンダー意識に関するアンケート調査を行い，両者の恋愛観と

結婚観の違い，およびジェンダー意識が恋愛観に与える影響について考察を行った。

　本研究では，中学生，高校生，大学生，社会人，主婦といった様々な世代の男女を対象に，

恋愛と結婚に関する意識調査を行い，性別や年代による恋愛観と結婚観の比較を行う。

Ⅱ　調　査　方　法

1．調査時期

　２００９年１１月，および２０１０年１１月

2．調査対象

　被験者は女性７４６名，男性５０９名，合計１，２５５名。有効回答数，女性７１８名，男性４８４名，合計

１，２０２名である。女性および男性被験者の内訳を表１に示す。

3．調査内容　　質問紙法によるアンケート調査を実施した。

　恋愛と結婚に関する理想，願望，価値観等に関する意識質問を２０項目設定した。評価には SD
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 １）http://www.asahi.com/politics/jiji/JJT２０１１０５１１０１４４.html，「６割超に交際相手なし＝２０，３０歳代の未婚
男女─内閣府調査」２０１１年５月１１日，朝日新聞社

 ２）http://xbrand.yahoo.co.jp/category/lifestyle/７０３４/１.html，「２５～３９歳の男性に大アンケート！結婚した
がらない男は本当に増えている？」，『CREA』２０１１年８月号，p. ５８

 ３）http://www.sanspo.com/shakai/news/１００８２３/sha１００８２３０３２９００２-n１.htm，２０１０年８月２３日，ニッポン
放送，電通総研による調査



法を用い，各項目について「そう思う」「ややそう思う」「どちらでもない」「あまり思わない」

「全く思わない」の５段階で回答してもらった（評価に用いた質問項目は図１～図３，表２，

表３参照）。

Ⅲ　結 果 ・ 考 察

1．官能評価プロフィール

（１）女性と男性の比較

　全女性被験者および全男性被験者の各質問項目に対する評価平均を算出し，図１の官能評価

プロフィールに示す。

　「愛があれば貧乏生活も耐えられる」の項目は女性の方が評価が低く，男性と比較して生活

水準をより重視しているといえる。「運命の赤い糸を信じている」については女性の方が評価

値が高く，出会いに関して高い理想を持つ傾向が強い。「美人 orかっこよすぎる異性とは浮気

が心配でつきあいたくない」「男と女は結婚まで性的関係を持つべきではない」の項目は，女

性と比較して男性の方が「あまり思わない」と評価しており，貞操観念の低さが見受けられた。

「経済力も男性の重要な魅力のひとつだと思う」の項目は，男女ともに評価が高い。このこと

から現代においても，家計を支えることは男性の役割と認識されており，女性は男性に経済力

を期待し，男性も期待されていることを自覚しているといえる。

（２）女性被験者のカテゴリー比較

　女性被験者を，中学生，高校生，大学生，社会人（２０代前半），社会人（２０代後半），社会人

（３０代以上），主婦の７カテゴリーに分け，評価平均を算出し，図２の官能評価プロフィールに

示す。
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表１　被験者の内訳
（人）

男　性女　性カテゴリー

－１６中学生
１１６６高校生
３２４５５７大学生
８６３７社会人（２０代前半）
３５１８社会人（２０代後半）
２８１３社会人（３０代以上）
－１１主　婦

４８４７１８計
１，２０２合　　計
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図１　官能評価プロフィール　「恋愛・結婚意識」女性と男性の比較
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図２　官能評価プロフィール　「恋愛・結婚意識」女性のカテゴリー別比較



「結婚と恋愛は別だ」の質問に対しては，主婦の評価値が他の被験者よりも高く，結婚生活

の現実を体験した立場の意見が反映されていると思われる。中学生は，「運命の赤い糸を信じ

ている」の評価が高く，「条件がよければお見合い結婚でもよい」の評価は最も低いことから，

若年齢の女性特有の恋愛結婚への憧れを強く抱いているといえる。「条件がよければお見合い

結婚でもよい」の項目については，中学生，高校生，大学生，社会人（２０代後半），社会人（３０

代以上）の順に評価が高くなっていることから，年齢が高くなるほど結婚の条件を重視する傾

向が強くなると考えられる。「むかしから自分の「未来予想図」を持っている」は，社会人（３０

代以上）の評価のみが「あまり思わない」と低かったが，これは長期間就労し，キャリアを積

んできた世代の女性に特徴的な意識ではないかと思われる。

（３）男性被験者のカテゴリー比較

　男性被験者を，高校生，大学生，社会人（２０代前半），社会人（２０代後半），社会人（３０代以

上）の５カテゴリーに分け，評価平均を算出し，図３の官能評価プロフィールに示す。

　男性の場合，どのカテゴリーも近似した評価値を示しており，女性被験者ほど世代による違

いは見られない。その中でも，「条件がよければお見合い結婚でもよい」の項目については，

社会人（３０代以上）の評価のみが高かった。年齢が高くなると結婚に条件を求める傾向が強く

なるという，女性被験者との共通点が見られた。また「人前で恋人と平気でいちゃいちゃでき

る」は高校生の評価が最も低く，若年男性の恋愛への消極性が表れている。

2．単相関係数

　女性と男性の恋愛と結婚に関する意識調査に用いた２０個の質問項目間における単相関係数を

表２－１（女性被験者），表２－２（男性被験者）に示す。検定の結果，相関が有意であった

組合せに ** （p ＜１％）または * （p ＜５％）を記している。この２つの表から，女性被験者と男

性被験者の意識の違いを比較する。

　「理想の恋人（白馬に乗った王子様 orお姫様）が現れると信じている」と他の項目との相関

に注目すると，女性は「恋人から数日間連絡がないと心配で眠れない」「恋人が一度でも浮気

をしたら絶対別れる」「人前で恋人と平気でいちゃいちゃできる」等との間に有意な相関がみ

られたが，男性はこれらの項目は有意ではなかった。交際相手の条件に妥協をしたくない女性

は，男性に対して自分への忠誠心や愛情表現を求めているといえる。

　「最大の幸せは「結婚」だ」の項目との相関に注目すると，女性は「条件がよければお見合

い結婚でもよい」との間に負の相関が見られ，男性は「美人すぎる異性とは浮気が心配でつき

あいたくない」との間に相関が見られた。結婚に幸せを求める人は，女性はお見合いではなく

恋愛結婚を望んでおり，男性は相手の容姿よりも貞操観念の強さを重視していることがわかる。
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図３　官能評価プロフィール　「恋愛・結婚意識」男性のカテゴリー別比較



三木　幹子，植木　由香 102

表
２
－
１
　
単
相

彼女
or
彼

氏
に
は
思

い
っ
き
り

甘え
たい

条
件
が
よ

け
れ
ば
お

見
合
い
結

婚
で
も
よ

い

運
命
の
赤

い
糸
を
信

じて
いる

結
婚
と
恋

愛は
別だ

愛
が
あ
れ

ば
貧
乏
生

活
も
耐
え

られ
る

一生
，ひ
と

り
の
異
性

だ
け
を
愛

し
続
け
る

こ
と
は
難

し
い
と
思

う

最
大
の
幸

せ
は「
結

婚」
だ

理
想
の
恋

人（
白
馬

に
乗
っ
た

王
子
様
or

お
姫
様
）

が
現
れ
る

と
信
じ
て

い
る

単
　
　
相
　
　
関

–
１．０
０００

理想
の恋
人（白

馬に
乗っ
た王
子様

orお
姫様
）が現

れる
と信
じて
いる

–
１．０
０００

**
０．２
８１４

最大
の幸
せは
「結

婚」
だ

–
１．０
０００

**
–０．
１６４
９

**
–０．
０９８
６

一生
，ひ
とり
の異
性だ
けを
愛し
続け
るこ
とは
難し
いと
思う

–
１．０
０００

**
–０．
２１１
２

**
０．２
１８４

**
０．０
９６３

愛が
あれ
ば貧
乏生
活も
耐え
られ
る

–
１．０
０００

**
–０．
１２７
９

**
０．２
５９５

**
–０．
２０５
３

–０．
０６９
７

結婚
と恋
愛は
別だ

–
１．０
０００

**
–０．
１２０
９

**
０．２
２１１

**
–０．
１４８
２

**
０．３
２７８

**
０．４
５６２

運命
の赤
い糸
を信
じて
いる

–
１．０
０００

０．０
３４２

**
０．０
９７７

–０．
０６９
０

０．０
５４９

**
–０．
１０８
６

０．０
４２５

条件
がよ
けれ
ばお
見合
い結
婚で
もよ
い

–
１．０
０００

０．０
３２５

**
０．１
９５４

–０．
０５６
６

*
０．０
８４８

０．０
０３９

**
０．１
５００

**
０．１
４８１

彼女
or
彼氏
には
思い
っき
り甘
えた
い

０．０
１９７

*
０．０
７７０

–０．
００４
５

**
０．１
１６１

０．０
３７５

０．０
３２１

０．０
３３９

–０．
０３５
３

美人
orか

っこ
よす
ぎる
異性
とは
浮気
が心
配で
つき
あい
たく
ない

–０．
０１４
２

０．０
０３９

０．０
３５３

**
–０．
１７２
９

–０．
０２１
９

–０．
０１８
３

**
０．１
３９８

０．０
６８８

結婚
する
気の
ない
異性
とは
本気
でつ
きあ
えな
い

–０．
０５７
０

０．０
６８６

０．０
４７７

*
０．０
８８５

**
–０．
１３８
２

*
０．０
８８７

–０．
０４６
９

**
０．１
７８７

自分
は理
想が
高い
と思
う

**
–０．
２０２
８

–０．
０３２
９

–０．
０１７
８

*
–０．
０７５
５

*
０．０
７４８

*
–０．
０７３
４

０．０
２７３

–０．
０２９
８

男と
女は
結婚
まで
性的
関係
を持
つべ
きで
はな
い

**
０．１
６６４

０．０
６７３

**
０．１
１４９

–０．
０３２
０

*
–０．
０８９
１

**
０．１
０９４

**
０．１
０２８

**
０．１
８１３

恋人
から
高価
なプ
レゼ
ント
をさ
れる
と愛
情が
増す

**
０．１
１９１

*
–０．
０７９
３

**
０．３
０７１

**
–０．
１２６
５

０．０
３２３

*
–０．
０７３
２

**
０．３
７８７

**
０．２
３３５

むか
しか
ら自
分の
「未
来予
想図
」を
持っ
てい
る

**
０．３
２８７

–０．
０７２
１

**
０．２
５６１

**
–０．
１８１
３

**
０．１
３１９

–０．
０６８
３

**
０．３
０３０

**
０．１
５９２

恋人
から
数日
間連
絡が
ない
と心
配で
眠れ
ない

**
０．２
４２８

*
–０．
０７７
８

０．０
６０７

**
–０．
１４７
８

**
０．１
４９１

–０．
０４６
９

**
０．１
５６３

０．０
０４３

友達
との
友情
より
も恋
人と
の恋
愛が
優先

**
０．１
０６７

–０．
０２９
７

**
０．２
４４０

–０．
０２１
４

**
０．１
２１８

**
–０．
１４２
９

**
０．２
１７６

**
０．１
８６１

結婚
した
ら相
手に
生涯
愛さ
れる
自信
があ
る

–０．
００８
３

*
–０．
０９５
９

０．０
４８４

０．０
００９

–０．
０５６
８

**
–０．
１３４
５

*
０．０
８２８

*
０．０
９４７

恋人
が一
度で
も浮
気を
した
ら絶
対別
れる

**
０．３
６６７

０．０
１９２

**
０．１
６９３

–０．
０１０
４

０．０
５７０

０．０
３３５

**
０．０
９６７

**
０．１
２９３

人前
で恋
人と
平気
でい
ちゃ
いち
ゃで
きる

**
０．１
３０２

**
０．１
４９２

–０．
００７
９

**
０．１
６８１

**
–０．
２６０
９

**
０．１
６７１

０．０
０６０

０．０
３９５

経済
力も
男性
の重
要な
魅力
のひ
とつ
だと
思う

無相
関の
検定

  *
* p
＜１
％，

* p
＜５
％

関
係
数
（
女
性
）

経
済
力
も

男
性
の
重

要
な
魅
力

の
ひ
と
つ

だと
思う

人
前
で
恋

人
と
平
気

で
い
ち
ゃ

い
ち
ゃ
で

きる

恋
人
が
一

度
で
も
浮

気
を
し
た

ら
絶
対
別

れる

結
婚
し
た

ら
相
手
に

生
涯
愛
さ

れ
る
自
信

があ
る

友
達
と
の

友
情
よ
り

も
恋
人
と

の
恋
愛
が

優先

恋
人
か
ら

数
日
間
連

絡
が
な
い

と
心
配
で

眠れ
ない

む
か
し
か

ら
自
分
の

「未
来予

想
図」
を持
っ

てい
る

恋
人
か
ら

高
価
な
プ

レ
ゼ
ン
ト

を
さ
れ
る

と
愛
情
が

増す

男
と
女
は

結
婚
ま
で

性
的
関
係

を
持
つ
べ

き
で
は
な

い

自
分
は
理

想
が
高
い

と思
う

結
婚
す
る

気
の
な
い

異
性
と
は

本
気
で
つ

き
あ
え
な

い

美
人
or

か
っ
こ
よ

す
ぎ
る
異

性
と
は
浮

気
が
心
配

で
つ
き
あ

い
た
く
な

い

–
１．０
０００

–
１．０
０００

**
０．１
０９４

–
１．０
０００

*
０．０
９６０

**
–０．
１６１
１

–
１．０
０００

*
０．０
８３９

**
０．１
４３４

**
０．１
０８３

–
１．０
０００

–０．
０６５
１

**
０．１
６６６

０．０
５４３

–０．
０１４
６

–
１．０
０００

**
０．１
８９２

–０．
０２０
６

０．０
５８５

**
０．１
５４９

０．０
２６０

–
１．０
０００

**
０．２
７６２

**
０．２
４３３

*
–０．
０９４
０

**
–０．
０９７
４

**
０．１
４７１

０．０
６５４

–
１．０
０００

**
０．２
５１２

０．０
６７０

**
０．１
２３６

–０．
０４６
２

–０．
０６２
６

*
０．０
９５５

–０．
０６２
８

–
１．０
０００

**
０．１
８１９

**
０．１
２６６

**
０．１
９０８

**
０．１
７２６

–０．
０６７
２

０．０
３４２

–０．
００９
３

**
–０．
１３８
４

–
１．０
０００

０．０
５１５

０．０
０３８

*
０．０
８６３

０．０
１６６

*
０．０
７３７

**
０．２
０４０

–０．
０１７
７

*
０．０
７８３

**
０．１
４６２

–
１．０
０００

–０．
０５９
４

**
０．２
１６９

**
０．３
０６９

**
０．２
１８３

**
０．１
１８９

**
０．１
９３２

**
–０．
１４４
０

–０．
０１３
５

–０．
０２３
２

–０．
０６８
９

１．０
０００

**
０．１
５４８

０．０
４３４

*
０．０
９４２

–０．
０３９
０

０．０
３３７

**
０．１
３５１

**
０．２
７１０

**
–０．
１７３
５

**
０．１
２８０

０．０
７０７

０．０
０５９
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表
２
－
２
　
単
相

彼女
or
彼

氏
に
は
思

い
っ
き
り

甘え
たい

条
件
が
よ

け
れ
ば
お

見
合
い
結

婚
で
も
よ

い

運
命
の
赤

い
糸
を
信

じて
いる

結
婚
と
恋

愛は
別だ

愛
が
あ
れ

ば
貧
乏
生

活
も
耐
え

られ
る

一生
，ひ
と

り
の
異
性

だ
け
を
愛

し
続
け
る

こ
と
は
難

し
い
と
思

う

最
大
の
幸

せ
は「
結

婚」
だ

理
想
の
恋

人（
白
馬

に
乗
っ
た

王
子
様
or

お
姫
様
）

が
現
れ
る

と
信
じ
て

い
る

単
　
　
相
　
　
関

–
１．０
０００

理想
の恋
人（
白馬
に乗
った
王子
様o
rお姫

様）
が現
れる
と信
じて
いる

–
１．０
０００

**
０．１
９７２

最大
の幸
せは
「結
婚」
だ

–
１．０
０００

**
–０．
１７８
３

*
–０．
１０７
２

一生
，ひ
とり
の異
性だ
けを
愛し
続け
るこ
とは
難し
いと
思う

–
１．０
０００

**
–０．
１８０
８

**
０．１
７５４

*
０．１
０３５

愛が
あれ
ば貧
乏生
活も
耐え
られ
る

–
１．０
０００

*
–０．
１０１
７

**
０．２
９２１

**
–０．
２０９
３

–０．
０１６
１

結婚
と恋
愛は
別だ

–
１．０
０００

–０．
０４９
７

**
０．１
２６９

**
–０．
１５２
４

**
０．２
４９６

**
０．４
０３７

運命
の赤
い糸
を信
じて
いる

–
１．０
０００

０．０
１１４

０．０
８１０

–０．
０５９
２

０．０
４０５

–０．
０５７
２

０．０
０８３

条件
がよ
けれ
ばお
見合
い結
婚で
もよ
い

–
１．０
０００

０．０
６４７

**
０．２
１３６

–０．
０４３
８

*
０．０
９２５

–０．
０２９
７

**
０．２
１０７

*
０．１
０５１

彼女
or
彼氏
には
思い
っき
り甘
えた
い

０．０
６３６

–０．
０３３
４

*
０．０
９０１

–０．
０４３
１

*
０．１
０１０

０．０
０５１

**
０．２
０８０

０．０
７１６

美人
orか

っこ
よす
ぎる
異性
とは
浮気
が心
配で
つき
あい
たく
ない

０．０
５８４

–０．
００７
４

**
０．１
６９１

**
–０．
２１５
６

０．０
８３２

**
–０．
１５６
６

**
０．２
３５０

０．０
２１７

結婚
する
気の
ない
異性
とは
本気
でつ
きあ
えな
い

*
０．１
０１２

０．０
０７１

**
０．１
６６３

**
０．１
３３０

０．０
３１２

０．０
８５５

０．０
５２９

*
０．１
００９

自分
は理
想が
高い
と思
う

–０．
０３２
３

０．０
１３９

**
０．１
２０６

–０．
０５６
７

０．０
２１８

–０．
０８８
２

*
０．１
０９３

**
０．１
２３９

男と
女は
結婚
まで
性的
関係
を持
つべ
きで
はな
い

**
０．１
９３９

０．０
４９３

**
０．１
８６５

–０．
０５１
６

０．０
６３７

０．０
６６１

**
０．１
９２２

**
０．１
６７６

恋人
から
高価
なプ
レゼ
ント
をさ
れる
と愛
情が
増す

**
０．１
３５９

０．０
１０１

**
０．１
９８４

*
–０．
０９１
８

*
０．１
０３３

**
–０．
１６６
９

**
０．３
７４２

**
０．２
０８０

むか
しか
ら自
分の
「未
来予
想図
」を
持っ
てい
る

**
０．３
５７０

–０．
０５４
１

**
０．１
８５７

*
–０．
１０３
５

**
０．１
７１６

–０．
０７３
７

**
０．２
３６４

０．０
５３４

恋人
から
数日
間連
絡が
ない
と心
配で
眠れ
ない

**
０．２
３４２

–０．
００３
６

*
０．１
０３５

*
–０．
１０８
６

**
０．１
５１５

**
–０．
１２４
８

**
０．２
２３３

０．０
５６７

友達
との
友情
より
も恋
人と
の恋
愛が
優先

**
０．１
４５７

–０．
０５３
０

**
０．２
０４４

–０．
０６３
９

**
０．１
９８０

*
–０．
０９０
６

**
０．２
７８９

**
０．１
８９７

結婚
した
ら相
手に
生涯
愛さ
れる
自信
があ
る

０．０
０３６

–０．
０３７
９

０．０
５８６

*
–０．
１１０
８

–０．
０２２
９

–０．
０２９
２

**
０．１
３２５

–０．
０２９
３

恋人
が一
度で
も浮
気を
した
ら絶
対別
れる

**
０．２
１３６

０．０
４６１

０．０
０１３

–０．
０３５
４

０．０
８３４

–０．
０３４
８

**
０．１
５６９

０．０
６８３

人前
で恋
人と
平気
でい
ちゃ
いち
ゃで
きる

０．０
５３３

**
０．１
５１９

０．０
７５３

**
０．１
５６５

**
–０．
１７８
５

**
０．１
２６１

０．０
６３６

０．０
４０７

経済
力も
男性
の重
要な
魅力
のひ
とつ
だと
思う

無相
関の
検定

  *
* p
＜１
％，

* p
＜５
％

関
係
数
（
男
性
）

経
済
力
も

男
性
の
重

要
な
魅
力

の
ひ
と
つ

だと
思う

人
前
で
恋

人
と
平
気

で
い
ち
ゃ

い
ち
ゃ
で

きる

恋
人
が
一

度
で
も
浮

気
を
し
た

ら
絶
対
別

れる

結
婚
し
た

ら
相
手
に

生
涯
愛
さ

れ
る
自
信

があ
る

友
達
と
の

友
情
よ
り

も
恋
人
と

の
恋
愛
が

優先

恋
人
か
ら

数
日
間
連

絡
が
な
い

と
心
配
で

眠れ
ない

む
か
し
か

ら
自
分
の

「未
来予

想
図」
を持
っ

てい
る

恋
人
か
ら

高
価
な
プ

レ
ゼ
ン
ト

を
さ
れ
る

と
愛
情
が

増す

男
と
女
は

結
婚
ま
で

性
的
関
係

を
持
つ
べ

き
で
は
な

い

自
分
は
理

想
が
高
い

と思
う

結
婚
す
る

気
の
な
い

異
性
と
は

本
気
で
つ

き
あ
え
な

い

美
人
or

か
っ
こ
よ

す
ぎ
る
異

性
と
は
浮

気
が
心
配

で
つ
き
あ

い
た
く
な

い

–
１．０
０００

–
１．０
０００

**
０．２
７１３

–
１．０
０００

０．０
４７１

**
–０．
１５２
０

–
１．０
０００

–０．
０４２
９

**
０．１
６９０

**
０．２
１４２

–
１．０
０００

０．０
１０３

**
０．１
５３９

**
０．１
５８４

**
０．１
２０５

–
１．０
０００

**
０．１
６８０

０．０
２５２

*
０．０
９５０

**
０．２
００８

*
０．１
０７３

–
１．０
０００

**
０．１
６５９

**
０．１
６０７

０．０
６５９

０．０
３５６

**
０．２
０９７

*
０．１
０３６

–
１．０
０００

**
０．２
６７５

**
０．２
０３２

*
０．１
００２

０．０
６３６

０．０
５１４

*
０．０
８９５

０．０
６９６

–
１．０
０００

**
０．１
６２１

**
０．１
２１９

**
０．２
６３３

**
０．１
６７５

–０．
０４３
８

０．０
１３２

**
０．１
１７４

–０．
００９
２

–
１．０
０００

０．０
１７６

–０．
０１６
３

０．０
５０３

０．０
２５４

０．０
４６０

０．０
８１５

–０．
０４８
７

**
０．１
９８９

**
０．１
７２１

–
１．０
０００

０．０
２６９

**
０．１
６４９

**
０．２
３８３

**
０．１
６１４

０．０
８６０

**
０．１
２９１

–０．
０５２
８

０．０
０８４

*
０．０
９３０

０．０
６３９

１．０
０００

０．０
５４４

０．０
３００

０．０
６３６

０．０
０２９

０．０
２４３

**
０．１
９５３

**
０．１
５１６

**
–０．
１２６
５

*
０．１
１５２

–０．
０６６
１

**
–０．
１３７
４



「一生，ひとりの異性だけを愛し続けることは難しいと思う」との相関に注目すると，女性

は「恋人から高価なプレゼントをされると愛情が増す」「恋人が一度でも浮気をしたら絶対別

れる（マイナス＝別れない）」との間に相関が見られたのに対し，男性は「結婚する気のない

異性とは本気でつきあえない（マイナス＝つきあえる）」「友達との友情よりも恋人との恋愛が

優先（マイナス＝友情が優先）」との間に相関が見られた。このことから，永遠の愛を信じな

い人の場合，女性は恋人の誠実さよりも物質的な提供が愛情のバロメータであるのに対して，

男性は男友達との付き合いを重視しており，本気で恋愛をする欲求が低いといえる。

　「愛があれば貧乏生活も耐えられる」との相関に注目すると，女性のみ「自分は理想が高い

と思う」との間に負の相関が見られた。いわゆる「お金よりも愛情」という考え方を持つ女性

は，男性に高望みをしていないことを自覚しているといえる。

　「結婚と恋愛は別だ」との相関に注目すると，女性は「運命の赤い糸を信じている（マイナ

ス＝信じない）」「条件がよければお見合い結婚でもよい」「かっこよすぎる異性とは浮気が心

配でつきあいたくない」との間に有意な相関が見られたが，男性にはみられなかった。結婚を

特別なものと考える女性は，相手の条件を重視しており，愛情の深さよりも，いかに安定した

結婚生活が持続できるかということに重点を置いているようである。

　「美人 orかっこよすぎる異性とは浮気が心配でつきあいたくない」との相関に注目すると，女

性は「結婚したら相手に生涯愛される自信がある（マイナス＝自信がない）」との間に，男性

は「経済力も男性の重要な魅力のひとつだと思う（マイナス＝思わない）」との間に相関が見

られた。恋人の不誠実（浮気）を警戒する人の場合，女性は自分に愛される要素がないと思っ

ており，男性は経済力以外の面で評価してもらいたいと思っている。理由は異なるが，男女と

もに自分の本質に自信を持っていないことが要因といえる。

　「むかしから自分の「未来予想図」を持っている」との相関に注目すると，女性は「人前で

恋人と平気でいちゃいちゃできる」との間に，男性は「友達との友情よりも恋人との恋愛が優

先」との間に相関が見られた。将来設計を思い描いている人の場合，女性は恋人への愛情表現

が豊かであり，男性は外での付き合いよりも，恋人や家族を優先したいと考えていることから，

結婚や家庭に対しての憧れの強さが伺える。

3．因子分析

　女性と男性の恋愛と結婚に対する意識の基本因子を抽出するために，２０個の質問項目を変数

に，被験者１，２０２名の全評価を観測回数として因子分析を行った。評価値は「全く思わない」

から「そう思う」までを各１～５点として換算した。因子分析には主因子法を用い，バリマッ

クス回転法により，軸回転後の因子負荷量および各被験者の因子得点を求めた。
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　因子分析を行った結果，表３に示すような３因子が抽出された（第３因子は固有値がほぼ１．０

であるため採用することにした）。因子負荷量より各因子の意味を検討した結果，第１因子は，

「最大の幸せは「結婚」だ」「彼女 or彼氏には思いっきり甘えたい」「恋人から数日間連絡がな

いと心配で眠れない」「結婚したら相手に生涯愛される自信がある」「人前で恋人と平気でいちゃ

いちゃできる」等の因子負荷量が高い値を示していることから，“恋愛依存の因子”と解釈した。

　第２因子は「運命の赤い糸を信じている」「美人 orかっこよすぎる異性とは浮気が心配でつ

きあいたくない」「結婚する気のない異性とは本気でつきあえない」「男と女は結婚まで性的関

係を持つべきではない」等の因子負荷量が高い値を示していることから，“保守的恋愛観の因子”

と解釈した。

　第３因子は，「一生，ひとりの異性だけを愛し続けることは難しいと思う」「愛があれば貧乏
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表３　因　子　分　析
因子負荷量：回転後 （バリマックス法）

３因子２因子１因子
変　　　数　　　名 現実的

結婚観
保守的
恋愛観恋愛依存

０．１１２３０．３１２４０．３４２０理想の恋人（白馬に乗った王子様 orお姫様）が現れると信じている
–０．１５５４０．３３０１０．４６３３最大の幸せは「結婚」だ
０．３７５２–０．１９２８–０．１２８２一生，ひとりの異性だけを愛し続けることは難しいと思う
–０．３７４１–０．００６００．２３０１愛があれば貧乏生活も耐えられる
０．３６５４–０．１９１９–０．１５９７結婚と恋愛は別だ
０．０４６４０．３９９８０．３９５９運命の赤い糸を信じている
０．２３０２–０．０２１９–０．００９２条件がよければお見合い結婚でもよい
０．０５８６０．０１３２０．４６０７彼女 or彼氏には思いっきり甘えたい
–０．００４２０．３７４９–０．０４５２美人 orかっこよすぎる異性とは浮気が心配でつきあいたくない
–０．０５１９０．３７６２０．１２９６結婚する気のない異性とは本気でつきあえない
０．２９８７０．０６７７０．０８２３自分は理想が高いと思う
–０．１０２５０．３９１５–０．１５３０男と女は結婚まで性的関係を持つべきではない
０．２７４６０．１１９８０．３６１８恋人から高価なプレゼントをされると愛情が増す
０．０６６００．３２３２０．４０８８むかしから自分の「未来予想図」を持っている
–０．１０６００．１２４１０．４８５３恋人から数日間連絡がないと心配で眠れない
–０．２０７６–０．１６２６０．４１３６友達との友情よりも恋人との恋愛が優先
–０．０４６９–０．００５９０．４３０５結婚したら相手に生涯愛される自信がある
–０．０３８８０．２３１１０．０１４４恋人が一度でも浮気をしたら絶対別れる
０．００６４–０．２０８００．４４５４人前で恋人と平気でいちゃいちゃできる
０．４６４２–０．０６４２０．１８６５経済力も男性の重要な魅力のひとつだと思う
０．９６５３１．１４２４１．９６７９固有値
４．８３　５．７１　９．８４　寄与率（％）
２０．３８　１５．５５　９．８４　累積寄与率（％）



生活も耐えられる（マイナス値＝耐えられない）」「経済力も男性の重要な魅力のひとつだと思

う」等の因子負荷量が高い値を示していることから，“現実的結婚観の因子”と解釈した。

4．因子得点の分布

（１）女子大学生と男子大学生の比較

　女子大学生および男子大学生の恋愛と結婚に対する意識の各因子について因子得点を算出し，

各被験者の因子得点の位置関係を検討した。第１因子と第２因子の分布図を図４に，第２因子

と第３因子の分布図を図５に示す。

　図４は，よこ軸が第１因子“恋愛依存の因子”，たて軸が第２因子“保守的恋愛観の因子”

を示している。各因子のプラスとマイナスの組合せにより，被験者を４領域に分類することが

できる。

　第１因子がプラス，第２因子がプラスの領域に分布している被験者は，恋愛に積極的であり，

かつ保守的な考えを持っているといえる。この領域に属する被験者は多く，男子学生よりも女

子学生の分布が目立つ。女性の方が堅実で将来を見据えた交際を望んでいるといえる。

　第１因子がマイナス，第２因子がプラスの領域に分布している被験者は，恋愛には消極的で，
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図４　因子得点の分布図　女子大学生と男子大学生の比較（第１因子と第２因子）



かつ保守的な考えを持っている学生である。この領域は男子学生の分布は少なく，ほとんどが

女子学生である。恋愛自体に興味がないか，または男性との交際に苦手意識を持っている「恋

愛未成熟型」と考えられる。

　第１因子がプラス，第２因子がマイナスの領域に分布している被験者は少なく，特に女子学

生は少数である。この領域に属する人は恋愛に積極的であり，進歩的な交際を好んでいるとい

える。

　第１因子，第２因子ともにマイナスの領域に分布している被験者は男子学生が多い。恋愛に

対しては冷静で消極的だが，進歩的な交際を好んでいるといえる。

　以上，女子大学生と男子大学生を比較した結果，女性の方が保守的であり，将来の結婚を想

定した恋愛を望んでいるのに対して，男子学生は結婚とは無関係に発展的な恋愛関係を希望し

ていることがわかった。

　また，恋愛に積極的で進歩的な考えを持つ情熱的な被験者は男女とも少なく，現代の若者の

恋愛に対する意欲の低下，無関心さが顕著に現れたといえる。

　図５は，よこ軸が第２因子“保守的恋愛観の因子”，たて軸が第３因子“現実的結婚観の因子”

を示している。
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図５　因子得点の分布図　女子大学生と男子大学生の比較（第２因子と第３因子）



　第２因子がプラス，第３因子がプラスの領域に属している被験者は，恋愛に対しては保守的

であり，結婚については現実的な考えを持っていることから，彼らは非情に堅実で慎重である

といえる。すなわち，結婚を前提とした交際を望み，また結婚の条件として経済力を重視して

いる被験者である。この領域に分布している被験者はほとんどが女子学生であり，男子学生は

少ない。

　第２因子がマイナス，第３因子がプラスの領域に属している学生は，恋愛には進歩的である

が，結婚観は現実的であるといえる。すなわち，恋愛においては結婚や貞操観念を関係づける

ことはないが，条件が整わない結婚は望ましくないと思っている被験者である。この領域に分

布している被験者は男女ともに多く，彼らは恋愛と結婚を分けて考えていると思われる。

　第２因子がプラス，第３因子がマイナスの領域に分布している被験者数は多く，これらの学

生は恋愛に対しては保守的であり，結婚に対しては非現実的である。すなわち，結婚を前提と

した交際をするべきと考えており，結婚するためには経済力よりも愛情を重視しているといえ

る。彼らは，恋愛から結婚への自然な展開を希望しており，その結果幸福な家庭を築くことを

当然としている。その傾向は男子学生よりも女子学生の方が強いことがわかる。

　第２因子，第３因子ともにマイナスの領域に分布している被験者は，恋愛に対しては進歩的

であり，結婚に対しては非現実的な考えを持っているといえる。すなわち結婚を前提としない

恋愛を希望しており，結婚に対して男性の経済力や永遠の愛情は不要であると考えている。こ

の領域に属する被験者のほとんどは男子学生であり，自己中心的な恋愛観と現実逃避的な思考

が強い層である。

　以上のことから，女子学生は恋愛の先に結婚を意識しているのに対して，男子学生は結婚を

前提としない状態での恋愛を望む傾向が強いことがわかった。

（２）被験者のカテゴリー別比較

　次に，女性被験者を中学生，高校生，大学生，主婦，社会人（２０代前半），社会人（２０代後半），

社会人（３０代以上）の７つのカテゴリーに，男性被験者を高校生，大学生，社会人（２０代前半），

社会人（２０代後半），社会人（３０代以上）の５つのカテゴリーに分け，被験者の因子得点の平

均を算出し，図６，図７の分布図に示した。

　図６はよこ軸が第１因子，たて軸が第２因子を示しており，男女被験者をカテゴリーごとに

プロットしている。第１因子については，主婦と男性社会人（３０代以上）が高い値を示してお

り，男性も既婚者が多い世代であることから，自分の配偶者や家庭を重要だと意識していると

いえる。その他のカテゴリーの被験者は第１因子は中央寄りに位置しており，若年層と独身者

の恋愛，結婚に対しての関心の低さが伺える。

　第２因子については，女性被験者はプラス側に，男性被験者はマイナス側に別れて分布して
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いる。世代の違いに関わらず，女性は恋愛に保守的であり，男性は進歩的な考えを持っている

ことがわかる。ただし女性被験者の社会人（３０代以上）だけがマイナスに位置しており，進歩

的恋愛観を持っている。同じ世代の男性被験者（社会人）と比較しても，女性の方が恋愛依存

因子が低い。これはキャリアを積みつつプライベートを充実させてきた世代の女性特有の価値

観が現れたと思われる。

　高校生を除く男性被験者はすべて，第１因子プラス，第２因子マイナスの領域に分布してお

り，恋愛には積極的であり，かつ進歩的な恋愛観を持っていることがわかる。すなわち恋愛を

したいという意欲はあるが，運命的な出会いや誠実な相手を求めているわけではなく，結婚前

提ではない自由恋愛志向であるといえる。

　図７はよこ軸が第２因子，たて軸が第３因子を示している。主婦と社会人女性（２０代後半）

は第３因子が特に高い値を示しており，現実的結婚観が強いことがわかる。主婦は実生活で婚

姻状態であることが要因であると思われるが，２０代後半女性の場合は，同じ社会人カテゴリー

の２０代前半，３０代以上の被験者と比較して相当高い値を示している。これは２０歳代後半の女性

は日本では“結婚適齢期”とされており，被験者が結婚を強く意識し，結婚を現実として考え

ていることが要因ではないかと推察する。
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図６　因子得点の分布図　男女世代別カテゴリー比較（第１因子と第２因子）



　女子中学生と女子高校生は第２因子がプラスで第３因子がマイナスの領域に分布している。

彼女等のような若年齢の女性の場合，経済力等の条件よりも誠実さや愛情の強さを重視する恋

愛観・結婚観を強く持っていることがわかる。同じ高校生であっても男子高校生の場合は，第

２因子がマイナスになることから，貞操観念は低くなる傾向が見られる。女性被験者の場合，

中高生は純愛志向傾向が強いが，大学生以上の世代は全て第３因子がプラスになり，打算的な

結婚観が強くなることがわかる。

　社会人（３０代以上）を除く他のカテゴリーの男性被験者は，第２因子，第３因子ともにマイ

ナスの領域に分布している。２０歳代以下の若い男性は，結婚制度に縛られない進歩的で自由な

恋愛を好み，結婚は経済力等の条件ではなく，純粋な相互の愛情によって永遠に維持されるべ

きであると考えている。同じ世代の男女を比較すると，大学生，社会人（２０代前半／２０代後半）

の女性と男性は対照的な（正反対の）位置に分布している。このことから，女性は理性的でか

つ打算的な恋愛観を持つのに対して，男性は本能的で純粋（どちらかというと盲目的）な恋愛

観を持っており，男性の方がロマンチストである傾向が強いといえる。

　ただし，３０代以上になると，女性も男性も第２因子マイナス，第３因子プラスの同じ領域に

分布しており，割り切った妥協的な恋愛観に変化することで，同じ価値観を共有することがで
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図７　因子得点の分布図　男女世代別カテゴリー比較（第２因子と第３因子）



きるようになったのではないだろうか。

ま　　と　　め

　異なる世代の女性と男性を対象に，恋愛と結婚に対する意識調査アンケート調査を行い，性

別と世代における意識の違いを考察した。

１．男女の恋愛と結婚の意識についての官能評価プロフィールにより以下のことが明かとなっ

た。

（１）女性よりも男性の方が貞操観念が低く，また女性は男性に経済力を期待しており，男

性も期待されていることを自覚している。

（２）女性は年齢が高い被験者ほど結婚の条件を重視する傾向が強く，３０歳代以上のキャリ

アウーマンは他の世代に比べて「未来予想図」を持っておらず，現実思考が強い。

２．意識項目間の単相関係数より以下のことが明かとなった。

（１）交際相手の条件に妥協をしたくない女性は，男性に対して自分への忠誠心や愛情表現

を求めている。

（２）結婚に幸せを求める人の場合，女性はお見合いではなく恋愛結婚を望んでおり，男性

は相手の容姿よりも貞操観念の強さを重視している。

（３）永遠の愛を信じない人の場合，女性は恋人の誠実さよりも物質的な提供が愛情の目安

であり，男性は本気で恋愛をする欲求が低い。

（４）「お金よりも愛情」という考え方を持つ女性は，男性に高望みをしていないことを自

覚している。

（５）「結婚と恋愛は別」と考える女性は，男性の条件を重視しており，愛情の深さよりも

安定した結婚生活を持続できるかどうかを重視している。

（６）恋人の浮気を心配する人の場合，女性は自分が男性から愛される自信がなく，男性は

経済力以外の面で評価してもらいたいと思っている。

（７）「未来予想図」を持っている人の場合，女性は男性への愛情表現が豊かであり，男性

は外での付き合いよりも，恋人や家族を優先したいと考えており，結婚に対しての憧れ

の強さが伺える。

３．恋愛と結婚に対する意識調査について因子分析を行った結果，“恋愛依存の因子”“保守

的恋愛観の因子”“現実的結婚観の因子”の３因子が抽出された。

４．因子得点の分布図より，男女，世代による意識を比較した結果以下のことが明かになっ

た。
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（１）男女大学生の意識を比較した結果，女子学生は恋愛の先に結婚を意識しているのに対

して，男子学生は結婚を前提としない状態での恋愛を望む傾向が強い。

（２）主婦と３０代以上の男性社会人といった既婚者が多い世代は，配偶者や家庭を重要だと

意識しているが，若年層と独身者の被験者については，恋愛，結婚に対しての関心の低

さが伺える。

（３）世代の違いに関わらず，女性は恋愛に保守的であり，高校生以外の男性被験者は，恋

愛には積極的であり，かつ進歩的な恋愛観を持っており，結婚前提ではない自由恋愛志

向が強い。

（４）２０代後半の女性被験者は現実的結婚観因子が強いが，これは２０歳代後半の女性が“結

婚適齢期”であるため，被験者が結婚を現実として強く意識していることが要因だと思

われる。

（５）女子中高生のような若年齢の被験者の場合，経済力等の条件よりも誠実さや愛情の強

さを重視する傾向があるのに対して，大学生以上の世代の女性は打算的な結婚観が強く

なる。

（６）２０歳代以下の若い男性は，結婚制度に縛られない進歩的で自由な恋愛を好んでいる。

また，大学生と２０代社会人の男女を比較すると，女性は理性的でかつ打算的な恋愛観を

持つのに対して，男性は本能的で純粋な恋愛観を持っており，男性の方がロマンチスト

である傾向が強い。

　おわりに，アンケートにご協力いただいた皆様へお礼を申し上げます。
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